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　　　　【該当なし】

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　　1)「③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況」参照

　　2)第1回「学生の学びを促す教授法　～ 表面的な学習をさせない工夫 ～」48名

　　　第2回「グループワークをはじめよう！」28名

　　　第3回「学びをサポートするTAの活用方法」6名

　　7)入学時および2回生進級時における英語基礎力調査の実施。

　　8)入学予定者に対する授業体験や在学生との懇談等の実施。

　　9)各取組の成果・分析結果を取りまとめ、刊行物として発行。

　ｂ　実施方法

　　1)全学規模で各期末に実施。対象は、全教員（専任・非常勤）。

　　2)全学の専任教員を対象に「学修を促すシラバス」や「成績評価」をテーマに実施。

　　3)専任教員を対象に学外のFD関連研修会等についての情報発信と参加支援。

　　4)FD関連研修会に参加した教職員より研修会内容の報告、情報共有。

　　　第4回「どうする入門ゼミ！？～実践事例報告会～」23名

　　10)TAの配置

　　2)FD研究会の開催

　　3)研修会等への参加支援

　　4)研修会参加報告書の提出

　　5)e−learningの推進

　　6)基礎学力調査

　　5)事前事後学習の充実、単位の実質化に向けたe−1earning利用の推進。

　　6)1回生・2回生・3回生の基礎学力調査とアンケートによる学習実態鯛査の実施。

①　実施体制

    8)　教育推進機構に関連する諸規程の改廃に関する事項

　　9)　その他教育推進機構に関する必要な事項

②　実施状況

　ａ　実施内容

　　1)学生による授業アンケート

　　3)　宗教教育センターに関する事項

　  4)　国際交流センターに関する事項

　　5)　教育推進機構の人事(実習指導講師，外国人契約講師，専門員等)に関する事項

    6)　教育推進機構の事業計画および予算編成に関する事項

　  7)　教育推進機構の自己点検・評価に関する事項

　　7)英語基礎力調査

　　8)入学前教育

　　9)刊行物の発行

　ａ　委員会の設置状況 教育推進機構会議（平成24年4月1日設置）

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）平成27年度16回開催。　教員出席者数（延べ）139名。

　ｃ　委員会の審議事項等

　　1)　教育課程の編成に関する事項 

　　2)　教育開発・改善に関する事項

７　その他全般的事項

＜文学研究科　文学専攻（Ｍ）（通信教育課程）＞

（１） 設置計画変更事項等

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ活動含む）
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       編成による英語授業を行った。

　ｂ　教員や学生への公開状況，方法等

     全体の集計結果の分析を行い、結果報告会を開催し現状把握を行なった。各学部学科へ学科毎の分析結果を返却し、

     現状把握およびカリキュラム再編の検討材料として提供した。

     総合的な分析結果は刊行物にて学内外へ公表、教員の個人別の結果については学内のみ公表した。

　ａ　実施の有無及び実施時期

       １）春学期　実施教員数(実施率)：専任184名(88.9%)､非常勤317名(78.7%) 

　       　    　　実施講座数(実施率)：1,079科目(76.52%)  実施時期：平成26年7月9日（水）～7月22日（火）

　       　秋学期　実施教員数(実施率)：専任173名(83.6%)､非常勤290名(74.7%)  

　       　     　 実施講座数(実施率)：969講座(71.9%)　 実施時期：平成27年1月18日（月）～平成27年1月30日（土）

    9）刊行物による全学的な情報共有ならびに意識の醸成。

    10）TA配置をおこなった講義については、「ティーチング・アシスタント実績報告書」の提出を義務付け、

        その成果と改善点について検証をおこなっている。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

       また、１回生に関しては分析結果に基づき入門ゼミの授業改善の材料としている。

    7）入学時・2回生進級時の英語基礎力調査と結果の分析を行い、その結果に基づく習熟度別ｸﾗｽ

    8）早期に合格が決定する入学者に対し、学部学科毎に授業体験を実施。また、

       スポーツ強化・課外活動入試、法人系列校の入学者向けに学生生活の目的を明確化させる

       ワークショップの開催。

    3）学外のFD関連研修会の案内および研修会報告を刊行物等で学内外へ公表した。

    4）参加した学外のFD関連研修会についての報告書を作成し、学内で報告、共有化を図り本学FDへの

       フィードバックを行った。

    5）利用説明会を開催し、新規利用者の拡大。

    6）回生毎に調査の結果分析を行い、学内向けに結果報告会の開催、刊行物による情報共有を図った。

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

    1）教育推進機構会議において、授業ｱﾝｹｰﾄ集計結果の分析を行い現状把握を行った。

          また、分析結果は刊行物にて学内外へ公表。

    2）FD研究会における取組内容、開催内容は刊行物にて学内外へ公表し、情報共有を図っている。

    また、参加できなかった教員には動画を配信している。

　　　「2015年度『基礎学力調査』結果報告」

　　　「2013年度・2014年度『FD研究会』『FD関連研修会 参加支援』報告書」

　　　「2014年度授業アンケート結果報告集（通学課程・通信教育課程）」

　　10)演習科目における教育内容の充実に向け、大学院生をTAとして配置。院生へのプレFD。

　　　【TA登録者数】16名　【講座数】36講座

　　7)入学時および2回生進級時における英語基礎力調査の実施。

　　　【1回生】受験者数：1,647名　受験率：98.5％

　　　【2回生】受験者数：1,359名　受験率：81.9％

　　8)入学予定者に対する授業体験や在学生との懇談等の実施。

　　9)各取組の成果・分析結果を取りまとめ、刊行物として発行。

　　　秋学期：利用教員79名　201講座　受講者8,501名（延べ）

　　6)1回生・2回生・3回生の基礎学力調査とアンケートによる学習実態鯛査の実施。

　　　【1回生】受験者数：1,653名　受験率：99.8％

　　　【2回生】受験者数：1,225名　受験率：73.5％

　　　【3回生】受験者数：　950名　受験率：59.5％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　授業を少しだけリニューアルしてみませんか ～」

　　　　　　サブテーマ：厳格な評価の必要性やその方法・ツール　24名

　　3)学外研修会参加者：14名（延べ）

　　4)学外研修会に参加した教職員より研修会内容の報告、情報共有。10件（延べ）

　　5)春学期：利用教員71名　195講座　受講者8,857名（延べ）

　　　第5回「学生をもっともっと学ばせる授業設計と成績評価　～ 去年と同じじゃつまらない！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　授業を少しだけリニューアルしてみませんか ～」

　　　　　　サブテーマ：学生の学びを促すシラバス設計の基本 24名

　　　第6回「学生をもっともっと学ばせる授業設計と成績評価　～ 去年と同じじゃつまらない！
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（４） 情報公表に関する事項

　　Ⅱ.大学図書館に配架。

○　設置計画履行状況報告書

　　Ⅲ.大学図書館に配架。

③　認証評価を受ける計画
　　・公益財団法人大学基準協会において認証評価を受審するため、学内自己点検・評価結果を取りまとめた「自己
　　　点検・評価報告書」を平成24年4月に提出し、平成24年9月の実地調査を経て、平成25年3月に同協会の大学基
　　　準に適合していることが認定された。
　　・認定期間は、平成25年4月1日～平成32年3月31日。
　　・なお、努力課題6点および改善勧告1点が付されたため、その改善報告書の作成および提出を平成28年7月末まで
　　　に行う予定である。

　ｂ　公表時期（未公表の場合は予定時期）　　　　（　平成　28　年　6　月　30　日　）

　ａ　公表時期

　　Ⅰ.平成26年3月1日公表　『佛教大学自己点検･評価報告書2012』（大学基準協会認証評価受審用）

　ｂ　公表方法
　　Ⅰ.ホームページ上に公開し、大学図書館に配架（大学基準協会からの評価結果を含む）。

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　　Ⅱ.平成28年3月1日公表　『佛教大学教育研究活動年報（2014年度版）』

②　自己点検・評価報告書

（３） 自己点検・評価等に関する事項

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

　　（別紙のとおり）
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文学研究科 文学専攻（M）（通信教育課程） 

 

（別紙） 設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見 

 

本大学院文学研究科文学専攻（M）（通信教育課程）（入学定員:15 名）は、大学院教

育を従来の研究者養成に主眼をおいた教育・研究から、高度な専門知識・能力を持つ高

度専門職業人（主として中学・高校の教員や出版業・翻訳業・通訳業などの従事者）お

よび知識基盤社会を支える高度で知的な素養を有して広い視野を持つ高度教養人（地域

社会の文化活動の中心的担い手、各種の地域的文化活動や国際的文化事業のコーディネ

ーターなど）を養成することを目的として学生募集を開始し、平成 28 年 4 月には第 2

期生を受け入れ、完成年度を迎えるに至った。 

 

１ 教育課程の内容・方法等 

本文学専攻の教育課程編成方針は、日本語と今後国際的に重要となる言語である英

語・中国語（それぞれが言語の3類型における膠着語、屈折語、孤立語の代表でもあ

る）という3言語、およびそれを基盤とした文学・思想・文化などを含む3領域を、中

心となる「主専攻分野(日本文学系・中国文学系・英米文学系)」として体系的に履修

が進められるべく科目を配置し、各科目の目的に応じてT履修、ST履修等の適切な履

修方法により開設している。 

大学院生は上記いずれかの学系に属した上で、文学研究の基礎となる知識と思考法

を涵養するために、第1年次に「基礎科目」を履修する。大学院生は「基礎科目」の

履修を前提に、「主専攻科目」の履修によって所属学系の専門性を身につけることに

なるが、主専攻分野にのみにとらわれずに研究のための広い視野を形成することも求

められる。そのために設けるのが、所属学系以外の分野の文学研究に対する広い視野

を確保するための「専攻共通科目」、および主専攻分野の関連分野あるいは更に広く

豊かな知識を獲得するための「関連科目」である。高度専門職業人を目指す学生は「基

礎科目」履修を基礎に、「主専攻科目」と「専攻共通科目」と「関連科目」のうちで

自らの研究分野に近い科目を中心に学修する。高度教養人を目指す学生は、「基礎科

目」履修を基礎として、特に「専攻共通科目」と「関連科目」において主専攻以外の

分野を積極的に学修して広い視野を形成することを目指している。 

 

２ 教員組織の編成等 

本文学専攻の中心となるのは3つの「主専攻科目」群であり、それぞれの「特殊研

究」と「演習」には、語学、文学、思想に関して十分な業績を有する教授を配置して

いる。必修の「基礎科目」は、伝統的な研究方法や資料収集法から最新の研究方法・

資料収集法までをカバーするために、研究歴の長い教授と中堅の准教授でバランスを

とったもので、適切な配置となったと考えている。その他の科目も、研究業績から見

て最も適切と思われる教員を配置している。 
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３ 学生の受け入れ 

設置届出が受理された平成26年9月以降、広報・募集を開始した。その結果、志願

者17名、合格者15名、入学者13名となった。2年目は、志願者8名、合格者8名、入学

者7名となった。 

 

４ 総括 

本専攻は、既存の国文学専攻、中国文学専攻、英米文学専攻を改組改編して設置し

たものである。これは、上述したように、所属学系の専門性のみにとらわれずに所属

学系以外の分野の文学研究に対する広い視野を確保することを特色としたものであ

る。また、学生の受け入れについては、既存の 3専攻（M）の平成 26年度の入試にお

ける入学定員の充足率が国文学専攻：40.0％、中国文学専攻：20.0％、英米文学専攻：

70.0％ といずれも定員を充足できていない状況であったが、今回の改組改編により

入学定員を見直した結果、平成 27年度入試における文学専攻（M）の入学定員充足率

は 86.6％、平成 28年度入試における入学定員充足率は 46％となった。初年度の定員

15名に対し 17名の志願者があったことは本専攻に対する期待の高さが伺える結果で

あるが、本年度においては 8 名の志願と半減してしまった。次年度以降においては、

本専攻の趣旨・目的を広くアピールして、入学広報に力を入れる所存である。 

以上のように、本専攻は、設置の趣旨・目的に合致してスタートをきることができ

ており、所期の目的は達成できていると言える。なお、今後は「佛教大学大学院院学

則第 1条の 2」に基づき、大学評価委員会等において定期的に自己点検・評価を実施

し、公表することとしている。 

 

以上、現時点においての所見であり、他については設置届出時の計画どおりである。 
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